
◆NETIS登録番号は応募時点

1 CG-160007 - VE
連続鉄筋コンクリート舗装用斜
交メッシュパネル

FKメッシュパネルを用いて、鉄筋敷設における、大幅
な工程短縮及び省力化を行う。 技術概要 1 発表資料 3

2 KT-150026 - VE
お天気クラウド・工事現場の気
象対策サービス

クラウド型防災警報メール・リアルタイム降雨落雷強
風監視・ピンポイント気象予測閲覧システム 技術概要 14 発表資料 16

3 CB-210014 - A
中性型水系剥離剤ECO
「STRIPPER」

環境配慮型の中性型水系塗膜剥離剤を用いて塗膜
除去をする剥離剤工法 技術概要 22 発表資料 24

4 KT-170018 - A ベントナイト砕石 NB工法 土質系粘土遮水技術 技術概要 45 発表資料 47

5 HK-160018 - A テラグリッド補強土工法 凍上や塩害に強い補強土工法 技術概要 58 発表資料 60

6 KT-210041 - A
改質アスファルト系高耐久保護
シート「アスガード」

長期間に渡って河川堤防および道路斜面や法肩の表
面保護が可能な防草性能も併せ持つ保護シート 技術概要 74 発表資料 76

7 KT-220061 - A フォームサポート工法
EDO-EPSブロックと発泡ウレタン等を併用して橋梁
（桁下）を補強する中詰め工法 技術概要 90 発表資料 92

8 KT-190091 - A 鉄筋腐食非破壊検査装置
電磁誘導方式センサを用いたコンクリート構造物内の
鉄筋腐食非破壊検査装置 技術概要 107 発表資料 109

9 CB-210010 - A ICR処理工法 疲労損傷のICR処理による補修 技術概要 124 － －

10 KT-210030 - A どこでもカメラ
カメラの取付方法の自由度を高めることにより、多様
な現場の施工進捗確認等に用いるネットワークカメラ 技術概要 126 発表資料 128

11 KT-190087 - A
細径高密度型スロットレス光
ファイバケーブル

新しい間欠固定テープファイバにより、スロットの無い
ケーブル構造を採用し、外径の細径化および軽量化
と心線数の増加を両立させた光ファイバケーブル

技術概要 140 － －

12 HK-170005 - A ハイブリッドエポキシ樹脂
機能性吸着材を添加した塩分吸着型エポキシ樹脂コ
ンクリート補修材 技術概要 142 発表資料 144

13 KT-170031 - VR
つる性雑草侵入防止工法(つる
ガード工法)

つる性雑草の侵入、転落防止柵への絡みつきを防止
する防草工法 技術概要 154 発表資料 156

14 KK-220021 - A
流速・流量計測システム
【Hydro-STIV】

映像を用いた非接触型流速・流量計 技術概要 167 発表資料 169

15 QS-210051 - A 省スペース設置対応伸縮装置 省スペースで高い止水性の鋳鉄製伸縮装置 技術概要 182 発表資料 184

16 KK-150002 - VE
先行手摺工法クサビ足場(商標
名:アルバトロス、トリプルエー
ス、オクトシステム)

フランジ貫通新型クサビ緊結式足場 技術概要 205 発表資料 207

17
QSK-

220002
- A 生分解性土のう袋

主に植物由来原料のポリ乳酸（PLA)を使用し，環境に
配慮した土のう袋 技術概要 218 発表資料 220

18 HK-140002 - VE 橋梁用埋設型排水桝
・上面+側面集水型「D3(ディースリー)パイプ」 ・側面集
水型「ジョイントドレーン」 技術概要 226 － －
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技術名称 先行手摺工法クサビ足場（アルバトロス） 担当部署 建材事業部　福岡支店

ＮＥＴＩＳ登録番号 ＫＫ－150002－VE 担当者 釜野　拓也

社名 アルインコ株式会社 電話番号 092-652-3388

技術の概要

関東地方整備局　　6件
・その他実績においては、具体的な件数は把握できておりませんが、国の機関・
自治体・民間等の現場で相当数の実績があります。

４．　技術の適用範囲
・土木、建築及び解体工事等の足場
※鋼管足場の建地の最高部から測って31ｍを超える部分の建地は、建地の
下端に作用する設計荷重がこの建地の最大使用荷重（支持の許容支持力）を
超えない時は、単管を2本組みする必要はない。

５．　活用実績

移動が快適になる。

２．　技術の内容
　安全と施工性の追求によって生み出された新発想の足場。安全性・作業性・
拡張性はもちろん耐久性や信頼性にも優れた足場です。現場の工期短縮と
トータルコストダウンを実現します。

３．　技術の効果
・足場工において、先行手摺機能を付加されたブレス（交さ筋かい）により全体が
軽量となり省力化が図れ運送コストが抑えられるとともに置場の小スペース化を
実現した。
・補強材が不要であるので、構成される通路幅が1219布材使用時1.113ｍ
（従来技術に比べ0.281ｍ拡大）される。
・従来技術に比して足場一層高さが0.075ｍ高くなっている為、通路としての

求められる中、開発された足場です。

技　術　概　要

１．　技術開発の背景及び契機

　従来の枠組足場は、足場内部に補強材が入っており通行スペースが狭く、
安全帯取付設備（先行手摺）が、標準装備でなく足場からの墜落死亡事故が、
全国で年間150件程度発生しており、より安全で、作業効率が良いものが
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６．組立て手順
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技 術 概 要 
 

技術名称 生分解性土のう袋 
担当部署 研究開発室 

担当者 熊沢 泰生 

NETIS登録番号 QSK-220002-A 電話番号 083-282-2955 

会社名等 ニチモウ株式会社 MAIL taisei_kumazawa@nichimo.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 現在，港湾工事，河川工事，道路工事等に使用されている土のう袋は，材質が化石燃料由

来プラスチックである。使用中に外部衝撃や劣化によりマイクロプラスチック化して流出

すると，環境（生態系）に悪影響を与えることが懸念されている。さらに，化石燃料由来

プラスチックは，製造から廃棄（焼却）時に多くの二酸化炭素（CO2）を排出されることが

懸念されている。また，この土のう袋は，そのまま残置すると半永久的に存在し，使用後

に回収する必要がある。 

 

 

２．技術の内容 

 土のう袋は，袋体に規定量の中詰め材（主に砂）を入れて使用する。土のう袋は屈撓性があり，

積み重なることにより，砂や水の流れを防ぐことが可能である。そのため，港湾や河川等の工事現

場に使用される資材である。 

開発した土のう袋（本体，縛りロープ，仕立て糸）の材質は，植物由来原料であり，生分解性プラ

スチックのポリ乳酸（PLA）を主原料としているため，設置後に一定期間で生分解されると考えられ

る。 
 

 

３．技術の効果 

 従来使用している化石燃料由来プラスチック（PP）製土のう袋では，使用中または残置

において劣化して流出した場合に，マイクロプラスチックなどとして半永久的に残存して

しまう。一方で，生分解性プラスチック（PLA）製土のう袋は，自然環境下（分解する特定

の酵素を持つ微生物が存在する環境）で分解されるため，プラスチックごみを削減するこ

とが期待される。PLAは誤食しても生体への影響が小さいと言われており，環境や生物に悪

影響を与えにくいと期待できる。また，使用後に分解されるため，回収作業が不要とな

り，トータルコストを削減することが期待される。 

 さらに，主原料が植物由来プラスチックであるために，製造から廃棄までに排出する二

酸化炭素量を削減できるため，地球温暖化の緩和に寄与することが期待できる。 

 

 

４．技術の適用範囲 

 公共工事全般に適用可能である。その中でも，特に効果の高い適用範囲は，一時的に使用

し，埋めてそのまま残置する場合等，交換・回収作業が困難な場所である。 

 

 

５．活用実績（2022年11月1日現在） 

 ・雨水侵入防止用として実用試験中 

・海洋資材固定用として実用試験中（2件） 
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６．写真・図・表 

 

・生分解性土のう袋の寸法（一例）：（600㎜×800㎜） 

 

    
生分解性土のう袋（中詰め材無）  生分解性土のう袋（中詰め材有） 

 

・生分解性土のう袋の実用試験 

 

    
雨水侵入防止用として使用         海洋資材固定用として使用           

 

・分解特性 

       

      
  

         各環境下における867日経過時の重量減少割合と表面写真 

 

空気中 

（0％減少） 

泥着底 

（39.1％減少） 

※撮影倍率100倍 
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NETIS登録番号 HK-140002-VE 

担当部署 開発部

担当者 御囲　彩織

電話番号 011-624-0455

会社名等 中大実業(株) MAIL s.okakoi@chudai.co.jp

技術の概要

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年3月20日時点）

国の機関　 59件　（九州　　2件　、九州以外　57件　）　

自治体　　163件　（九州　　1件　、九州以外　162件　）　

民　 間　　　87件　（九州　　0件　、九州以外　87件　）　

鋼桁、コンクリート桁等、どんな桁構造に使用可能。
特に効果の高い適用範囲は、橋梁の勾配等により滞留水が発生しやすい箇所（伸縮装置付
近など）。
遊間30mm程度以上の橋梁に適用可能。
（桁下に作業空間があると尚可）

・桁端部の最も水が溜まる位置に設置が可能なため、効率的に水を排除することが可能で
す。
・床版を傷つけない事により、構造物の長寿命化に期待できます。
・伸縮装置の取り換え工事においては、同時施工が可能であるため、本来技術のように、床
版削孔の工種がなく、トータルで交通規制時間、施工時間の短縮が期待できます。

【製品の特長】
① 床版で最も水が滞留する最下流の端部に設置することが可能です。
② 床版を削孔することなく、遊間を利用して排水することが可能です。
③ 端部に設置可能なので、伸縮装置の取替え工事の際に一緒に設置することが可能です。
④ 床版を削孔することなく設置が可能なので、床版鉄筋を切断するリスクがないため、橋梁
を傷めつけることない上に、鉄筋探査などの工程が不要になるので施工費を縮減することが
可能です。

１．技術開発の背景及び契機

橋梁の寿命を縮めている大きな原因に、床版に浸入する水があげられています。その水が
最も溜まる位置は、縦断勾配の一番低い伸縮装置の手前である桁端部とされています。床
版に溜まった水を排水するため、排水桝や床版水抜き孔が用いられています。ですが、桁端
部では鉄筋が過密になっており、床版を削孔し設置することは困難となっていました。そこで
最も水が溜まる桁端部にて排水するという課題を解決するため、伸縮装置の位置関係と床
版削孔に留意しました。その結果、伸縮装置の施工範囲内の後打ちコンクリートの中に埋設
する排水桝を考案しました。排水経路に橋梁の遊間を利用することで床版に削孔をせずに、
最端部での排水を実現することが出来ました。

技 術 概 要　

橋梁用埋設型排水桝
ジョイントドレーン

技術名称

製品詳細はこちら⇒

226



６．写真・図・表

図－４ 概略図

図－１ 基本構造図 図－２ 製品図

写真－１ 施工写真

図－３ （左）上からの集水も可能なＤ３パイプ

（右） ジョイントドレーン

製品の説明動画公開中！
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